
〔
資
料
紹
介
〕

広
島
大
学
図
書
館
蔵
　
契
沖
『
和
字
正
濫
要
略
』

－
　
「
山
岡
汝
明
大
人
朱
書
入
」
翻
刻
－

赤
迫
　
照
子

は
じ
め
に

広
島
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
室
蔵
の
古
典
籍
は
、
そ
の
殆
ど
が
広
島
大
学
文

学
部
文
学
科
国
語
学
国
文
学
教
室
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
広
島
大
学
が
広
島
市

東
千
田
町
に
あ
っ
た
当
時
、
古
典
籍
は
各
教
官
室
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
平

成
六
年
、
文
学
部
が
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
転
し
た
際
、
一
括
し
て
広
島

大
学
中
央
図
書
館
の
貴
重
資
料
室
に
移
管
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
は
カ
ー
ド
目
録
と
数
種
類
の
冊
子
目
録
が
存
す
る
が
、
資
料
の
検

索
に
は
簡
便
性
を
欠
く
。
そ
こ
で
稿
者
が
所
属
す
る
広
島
大
学
図
書
館
研
究
開

発
室
で
は
現
在
、
「
広
島
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
宝
蔵
　
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
仮
称
）
」
　
の
構
築
作
業
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
中
で
出
会
っ
た
資
料

の
一
つ
、
契
沖
『
和
字
正
濫
要
略
』
（
図
書
番
号
国
文
一
五
八
一
N
、
登
録
番
号

一
〇
三
三
八
）
　
を
紹
介
し
た
い
。

当
該
資
料
は
カ
ー
ド
目
録
以
外
に
、
東
広
島
移
転
以
前
に
作
成
さ
れ
た
冊
子

目
録
『
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
（
小
林
芳
規
研
究
室
保
管
分
及
び（1）

中
央
図
書
館
保
管
分
）
写
本
・
版
本
目
録
』
に
も
書
誌
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ガ
リ
版
刷
の
こ
の
目
録
は
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
利
用
に
止

ま
る
。
ま
た
、
当
該
資
料
は
『
国
書
総
目
録
』
や
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム

（2）

ペ
ー
ジ
　
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」
　
に
記
載
が
な
い
。

『
和
字
正
濫
要
略
』
の
翻
刻
は
、
『
語
学
叢
書
』
第
一
編
（
赤
堀
又
次
郎
校
訂

明
治
三
十
四
　
東
洋
社
）
、
朝
日
新
聞
社
『
契
沖
全
集
』
第
七
巻
　
（
上
田
萬
年

監
修
、
新
村
出
・
佐
々
木
信
綱
・
橋
本
進
吾
・
武
田
祐
吉
・
久
松
潜
一
編
　
昭

和
二
　
以
下
「
朝
日
版
」
）
、
岩
波
書
店
『
契
沖
全
集
』
第
十
巻
　
（
久
松
潜
一
監

修
、
築
島
裕
・
林
勉
・
池
田
利
夫
・
久
保
田
淳
編
　
昭
和
四
十
八
　
以
下
　
「
岩

波
版
」
）
　
の
三
点
が
あ
る
。
本
稿
で
翻
刻
す
る
の
は
当
該
資
料
の
大
き
な
特
徴
で

あ
る
　
「
山
岡
汝
明
大
人
朱
書
書
入
」
　
部
分
と
奥
書
の
み
で
、
本
文
は
適
宜
、
前

掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
当
該
資
料
は
江
戸
時
代
の
和
学
者
山
岡
汝
明
　
（
享
保
十

一
（
－
㌶
①
）
　
～
安
永
九
　
（
－
宗
○
〉
）
　
自
筆
書
入
本
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
当
該
資

料
を
起
点
と
し
て
、
汝
明
が
関
与
し
た
『
和
字
正
濫
要
略
』
享
受
の
様
相
を
探

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
　
契
沖
『
和
字
正
濫
要
略
』
に
つ
い
て

契
沖
（
寛
永
十
七
　
（
－
①
合
）
　
～
元
禄
十
四
　
（
－
3
－
）
）
　
が
著
し
た
『
和
字
正
濫

み
だ

紗
』
は
、
『
万
葉
集
』
等
の
典
拠
を
示
し
な
が
ら
仮
名
遣
の
濫
れ
を
正
し
た
書
で
、

い
わ
ゆ
る
　
「
歴
史
的
仮
名
遣
」
　
の
基
と
な
っ
た
。
元
禄
八
年
に
刊
行
さ
れ
、
以
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降
、
契
沖
の
説
は
和
学
者
達
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
翌
年
の
元
禄

九
年
、
契
沖
の
説
を
批
判
し
た
橘
成
員
『
倭
字
古
今
通
例
全
書
』
が
出
版
さ
れ

る
と
、
契
沖
は
元
禄
十
年
、
『
和
字
正
濫
通
妨
抄
』
を
著
し
、
橘
成
員
を
痛
罵
し

た
。
し
か
し
、
『
和
字
正
濫
通
妨
抄
』
は
出
版
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
流
布
し
て
い

な
い
　
（
現
存
は
契
沖
自
筆
稿
本
の
み
）
。
契
沖
は
さ
ら
に
研
究
を
深
め
、
元
禄
十

一
年
、
『
和
字
正
濫
紗
』
を
再
考
し
、
約
三
百
語
の
仮
名
遣
を
説
明
し
た
『
和
字

正
濫
要
略
』
を
著
す
。

『
和
字
正
濫
要
略
』
は
、
契
沖
自
筆
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
出
版
さ
れ

ず
、
写
本
で
伝
わ
る
。
伝
本
は
多
く
、
『
国
書
総
目
録
』
・
「
日
本
古
典
籍
総
合
目

録
」
　
に
は
約
五
十
点
が
確
認
さ
れ
る
。
伝
本
系
統
は
未
解
明
だ
が
、
朝
日
版
凡

（3）

例
と
解
説
・
岩
波
版
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
中
で
も
重
要
な
本
文
は
、
最
も
祖
本

に
近
い
形
の
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
園
珠
庵
本
（
一
冊
　
以
下
「
園
珠
庵
本
」
）
と
、

契
沖
の
高
弟
似
閑
（
明
暦
三
　
（
－
認
可
）
～
享
保
八
　
（
－
㌶
∽
）
）
　
の
自
筆
書
人
が
あ

る
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
本
（
一
冊
　
以
下
「
三
手
本
」
）
　
で
あ
る
。

稿
者
は
詳
細
な
伝
本
調
査
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
『
語
学
叢
書
』
・
朝
日
版
・
岩

波
版
の
翻
刻
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
所

（4）
蔵
本
　
（
二
冊
　
以
下
「
早
大
本
」
）
、
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

（5）

所
蔵
の
小
竹
園
旧
蔵
森
繁
夫
文
庫
本
（
二
冊
　
以
下
「
森
文
庫
本
」
）
　
の
本
文
を

確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

『
語
学
叢
書
』
・
朝
日
版
は
三
手
本
を
底
本
と
す
る
。
朝
日
版
の
方
は
園
珠
庵

本
・
竹
柏
園
蔵
鷹
司
家
旧
蔵
本
・
同
蔵
古
香
斎
旧
蔵
本
も
用
い
て
本
文
を
定
め

る
。
岩
波
版
は
園
珠
庵
本
を
底
本
と
し
、
三
手
本
で
校
合
す
る
。

園
珠
庵
本
は
全
て
同
筆
で
、
朱
の
加
筆
が
僅
か
に
あ
る
。
岩
波
版
解
説
は
筆

跡
が
契
沖
に
似
る
こ
と
、
園
珠
庵
に
契
沖
自
筆
本
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
契
沖
が
書
生
に
書
写
さ
せ
た
本
か
と
推
測
す
る
。
奥
書
は
契
沖
識

語
「
元
禄
十
一
㌔
五
月
初
八
日
　
契
沖
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

三
手
本
は
筆
者
不
明
だ
が
、
似
閑
が
人
に
書
写
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
似

閑
自
筆
の
書
人
が
多
数
存
す
る
。
後
人
の
加
筆
も
認
め
ら
れ
る
。
本
文
に
は
誤

写
が
多
く
、
似
閑
は
そ
れ
に
訂
正
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
訂
正
結
果
は
園
珠
庵

本
と
一
致
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
よ
っ
て
似
閑
が
ど
の
よ
う

な
本
を
書
写
せ
し
め
、
訂
正
に
用
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
書
人
に
は
似
閑

の
説
を
述
べ
た
も
の
も
あ
る
。
中
で
も
特
に
長
大
な
の
は
契
沖
序
へ
の
書
入
（
本

稿
で
は
　
（
似
閑
書
入
）
　
と
称
す
）
　
で
あ
る
。
（
似
開
音
入
）
　
を
持
つ
本
は
多
い
よ

う
で
、
三
手
本
は
そ
れ
ら
の
共
通
祖
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
広
大
本
・
早
大

本
は
　
（
似
閑
書
入
）
　
が
存
す
る
。
園
珠
庵
本
・
森
文
庫
本
に
は
な
い
。
奥
書
は

契
沖
識
語
と
「
資
永
四
年
五
月
上
旬
一
校
畢
」
、
宝
永
六
年
の
似
閑
奥
書
で
あ
る
。

な
お
、
朝
日
版
で
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
竹
柏
園
蔵
鷹
司
家
旧
蔵
本
・
古
香
斎

旧
蔵
本
は
、
岩
波
版
で
所
在
不
明
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
岩
波
版
で
は
、
東
京

大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
の
一
本
　
（
登
録
番
号
L
N
の
U
e
e
）
　
が
竹
柏
園
蔵
鷹
司
家
旧

蔵
本
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
底
本
と
の
異
同
を
適
宜
注
す
る
。

早
大
本
は
奥
書
は
三
手
本
と
同
じ
で
、
さ
ら
に
　
「
享
保
九
甲
辰
年
孟
秋
中
院

写
畢
　
某
」
が
あ
る
。
森
文
庫
本
は
上
冊
遊
紙
に
荷
田
春
満
（
寛
永
九
（
－
票
曽

～
元
文
元
（
－
3
e
）
の
別
名
「
荷
田
東
丸
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
末
尾
に
は
「
契（8）

沖
」
　
と
だ
け
あ
り
、
他
に
奥
書
は
な
い
。
（
似
閑
書
入
）
や
他
の
番
人
も
な
い
。
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二
　
書
誌

広
島
大
学
図
書
館
蔵
契
沖
『
和
字
正
濫
要
略
』
（
以
下
、
「
広
大
本
」
と
略
す
）

は
写
本
、
上
下
二
冊
。
虫
損
が
多
く
染
み
も
あ
り
、
下
冊
は
裏
表
紙
が
剥
離
し

て
い
る
。
保
存
状
態
は
良
好
と
は
言
い
難
い
が
、
閲
覧
に
支
障
を
き
た
す
程
度

で
は
な
い
。
装
丁
は
袋
綴
。
料
紙
は
椿
紙
。
縦
二
三
・
五
c
m
X
横
一
六
・
八
c
m
。

表
紙
は
薄
茶
色
無
地
。
墨
付
丁
数
は
上
冊
七
一
丁
、
下
冊
六
三
丁
。
上
下
冊
と

も
巻
頭
・
巻
末
に
遊
紙
が
各
一
丁
あ
る
。
一
面
は
九
行
だ
が
、
上
冊
　
（
似
閑
書

入
）
　
六
丁
表
は
一
行
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
二
行
書
き
込
ん
だ
行
が
四
行
あ
り
、
一

三
行
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
（
引
琵
書
目
）
八
丁
表
は
一
〇
行
。
本
文
と
書
入
、

奥
書
は
全
て
同
筆
で
あ
る
。

上
下
冊
と
も
表
紙
左
上
の
縦
一
六
・
七
c
m
X
横
三
・
一
c
m
の
題
茶
に
、
「
和
字

正
濫
要
略
　
上
　
（
下
）
」
　
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
上
冊
は
　
「
上
」
　
の
下
に
、
下
冊

は
　
「
略
」
　
と
　
「
下
」
　
の
間
に
直
径
一
・
二
c
m
の
陽
刻
丸
の
朱
印
が
あ
る
が
、
手

擦
れ
等
で
判
読
不
能
。
同
印
は
上
下
冊
巻
頭
の
遊
紙
に
も
存
す
る
。
序
題
　
「
和

字
正
濫
要
客
」
、
巻
首
題
「
和
字
正
濫
要
略
」
、
尾
題
「
和
字
例
終
」
。
小
口
書
「
上

（
下
）
　
和
字
正
濫
要
暑
」
、
続
い
て
　
「
贋
大
蔵
書
」
　
の
朱
印
が
あ
る
。

上
冊
見
返
に
　
「
山
岡
汝
明
大
人
朱
書
入
」
　
と
墨
書
さ
れ
た
短
冊
様
の
貼
紙
が

（
不
明
）

あ
る
。
貼
紙
は
縦
一
三
・
一
c
m
X
横
三
c
m
。
上
下
冊
と
も
一
丁
表
に
　
「
蘭
口
家

蔵
」
（
陽
刻
縦
長
方
形
　
縦
三
・
八
c
m
X
横
〇
・
九
c
m
）
、
「
廣
島
大
学
固
書
之
印
」

「
斎
藤
文
庫
」
　
（
陽
刻
縦
長
方
形
　
縦
五
・
七
c
m
X
横
二
c
m
）
　
の
朱
印
が
あ
る
。

「
斎
藤
文
庫
」
　
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
　
の
編
者
斎
藤
月
琴
　
（
文
化
元
（
－
∞
O
e

（7）

～
明
治
十
一
（
－
∞
詔
）
）
　
の
蔵
書
印
。
上
冊
巻
末
の
遊
紙
裏
右
下
に
「
楠
」
　
の
黒

（
マ
マ
）

印
と
、
上
部
に
は
黒
ペ
ン
に
よ
る
「
俊
明
朱
書
入
」
「
ヲ
大
人
」
の
記
入
が
あ
る
。

（

不

明

）

　

　

　

　

　

　

（

不

明

）

下
冊
は
「
漬
市
」
の
黒
印
と
、
「
午
二
ノ
二
ゐ
」
「
ウ
ニ
母
ロ
ノ
」
「
子
十
一
口
ロ
ロ

ロ
」
　
の
墨
書
が
あ
る
。
下
冊
の
四
八
丁
表
下
欄
に
縦
二
・
五
c
m
X
横
二
・
六
c
m

の
付
箋
が
あ
る
が
、
何
も
記
入
は
な
い
。

そ
の
他
、
図
書
館
の
印
記
に
つ
い
て
記
す
。
上
下
冊
見
返
　
「
廣
島
大
学
園
書

之
印
」
　
（
朱
）
、
「
鹿
島
大
学
囲
書
・
文
こ
O
U
U
∞
」
　
（
藍
）
。
上
下
冊
見
返
、
上
冊

巻
頭
の
遊
紙
、
一
丁
表
「
国
語
国
文
学
教
室
」
　
（
藍
）
。
上
冊
一
一
丁
表
、
下
冊

六
丁
表
　
「
鹿
島
大
挙
」
　
（
朱
）
。

昭
和
三
十
一
年
度
の
図
書
出
納
簿
に
よ
れ
ば
、
広
島
大
学
文
学
部
文
学
科
国

語
学
国
文
学
教
室
が
昭
和
三
十
二
年
二
月
二
十
五
日
、
沖
森
直
三
郎
か
ら
購
入

し
て
い
る
。
当
時
の
教
官
は
土
井
忠
生
、
岡
本
明
、
藤
原
与
一
、
金
子
金
治
郎
、

真
下
三
郎
、
こ
の
年
度
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
稲
賀
敬
二
。
助
手
は
田
井
庄
之

助
、
清
瀬
良
一
。
沖
森
直
三
郎
は
三
重
県
上
野
市
（
現
伊
賀
市
）
　
の
古
書
韓
沖

（8）

森
書
店
の
店
主
で
あ
る
。

三
　
構
成

次
に
、
広
大
本
の
構
成
を
示
す
た
め
に
標
目
名
・
丁
数
を
記
す
。
な
お
、
契

沖
に
よ
る
序
は
二
つ
あ
り
、
（
契
沖
序
1
）
、
（
契
沖
序
2
）
　
と
し
た
。

【
1
】
契
沖
序
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
冊
一
オ
～
　
五
ウ
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【
2
】
似
閑
書
入

【
3
】
契
沖
序
2

六
オ
～
　
六
ウ

七
オ
～
　
七
ウ



【
4
】
引
証
書
目

（
マ
マ
）

【
5
】
和
字
正
濫
通
始
抄
　
補
改

【
6
】
　
い

【
7
】
中
下
の
い

【
8
】
　
ゐ

【
9
】
中
下
の
ゐ

【
1
0
】
　
ひ

【
1
1
】
を

【
1
2
】
中
下
の
を

【
1
3
】
お

八
オ
～
　
八
ウ

九
オ
～
一
八
オ
※
一
八
ウ
空
自

一
九
オ
～
二
四
オ

二
四
ウ
～
二
七
ウ

二
八
オ
～
二
八
ウ

二
九
オ
～
三
〇
オ

三
〇
ウ
～
五
三
オ

五
三
ウ
～
六
七
オ

六
七
ウ
～
七
一
オ
※
七
一
ウ
空
白

下
冊
一
オ
～
一
八
オ

【
1
4
】
中
下
の
お

【
1
5
】
中
下
の
ほ
附
を
お
に
ま
き
る
1
を
出
す

【
1
6
】
え

【
1
7
】
中
下
の
え

【
1
8
】
ゑ

【
1
9
】
中
下
の
ゑ

【
2
0
】
中
下
の
へ

【
2
1
】
中
下
の
わ

【
2
2
】
中
下
の
は

【
2
3
】
中
下
の
う

【
2
4
】
中
下
の
ふ

【
2
5
】
む
と
う
と
通
す
る
類

一
八
ウ
～
一
九
オ

一
九
ウ
～
二
六
ウ

二
七
オ
～
二
八
ウ

二
九
オ
～
三
四
オ

三
四
ウ
～
三
七
オ

三
七
ウ
～
四
二
オ

四
二
ウ
～
四
五
オ

四
五
ウ
～
四
九
ウ

五
〇
オ
～
五
二
オ

五
二
ウ
～
五
五
ウ

五
六
オ
～
五
七
オ

五
七
ウ
～
六
一
オ

【
2
6
】
音
便
む
と
聞
ゆ
れ
と
う
と
書
へ
き
類
　
六
一
ウ
～
六
二
ウ

【
2
7
】
奥
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
オ
～
六
三
ウ

園
珠
庵
本
他
三
本
と
比
べ
る
と
、
構
成
等
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

第
一
に
　
（
似
閑
喜
入
）
　
の
位
置
で
あ
る
。
似
閑
自
筆
番
人
の
三
手
本
で
は
朱

書
で
、
（
契
沖
序
1
）
　
の
欄
外
に
あ
る
が
、
広
大
本
で
は
　
（
契
沖
序
1
）
　
の
後
に

丁
を
改
め
て
　
（
似
閑
書
入
）
　
を
設
け
て
お
り
、
本
文
と
ほ
ぼ
同
様
の
体
裁
で
書

か
れ
て
い
る
。
ま
た
（
契
沖
序
1
）
と
区
別
す
る
た
め
に
、
六
丁
表
1
行
目
「
音

を
も
無
窮
に
　
ー
　
」
　
に
　
「
此
ヨ
リ
下
ハ
似
閑
老
人
の
加
筆
な
り
」
　
と
朱
で
頭
書

さ
れ
て
い
る
。
早
大
本
も
（
契
沖
序
1
）
　
に
続
い
て
　
（
似
開
音
入
）
を
載
せ
る

が
、
丁
は
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
五
丁
裏
3
行
目
　
「
音
を
も
無
窮
に

－
」
　
に
朱
の
釣
線
を
付
し
、
さ
ら
に
欄
上
に
似
閑
書
人
で
あ
る
こ
と
を
朱
で
注

記
し
て
　
（
契
沖
序
1
）
　
と
区
別
す
る
。
こ
れ
は
契
沖
序
の
中
の
　
「
音
を
も
無
窮

に
か
く
に
さ
は
る
事
な
し
」
　
の
書
人
だ
っ
た
も
の
を
、
三
手
本
及
び
そ
の
系
統

の
本
の
書
写
過
程
に
お
い
て
、
書
写
者
が
読
み
や
す
さ
を
優
先
さ
せ
、
欄
外
か

ら
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
　
（
引
謹
書
目
）
　
の
位
置
で
あ
る
。
広
大
本
で
は
（
契
沖
序
2
）
と
本

文
の
間
に
あ
る
が
、
三
手
本
で
は
表
紙
見
返
の
貼
紙
に
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

早
大
本
は
広
大
本
と
同
位
置
に
あ
る
。
園
珠
庵
本
・
森
文
庫
本
に
は
存
し
な
い
。

ち
な
み
に
、
記
載
の
書
名
は
三
手
本
・
早
大
本
と
一
致
す
る
が
、
例
え
ば
三
手

本
に
は
　
「
古
今
」
　
と
あ
る
の
を
広
大
本
は
「
古
今
集
」
　
と
し
て
い
た
り
、
三
手

本
に
は
末
尾
に
「
己
上
」
と
あ
る
が
広
大
本
に
は
な
い
等
、
少
々
異
同
が
あ
る
。

第
三
は
項
目
名
の
体
裁
で
あ
る
。
【
6
】
　
（
い
〉
～
【
2
6
】
　
（
音
便
む
と
聞
ゆ
れ
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と
う
と
書
へ
き
類
）
で
は
、
例
え
ば
「
圃
」
の
よ
う
に
項
目
名
を
四
角
で
囲
ん

で
い
る
。
早
大
本
・
森
文
庫
本
は
字
を
囲
っ
て
い
な
い
。
朝
日
版
・
岩
波
版
に

も
、
園
珠
庵
本
等
が
そ
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
文
異
同
は
未
調
査
な
の
だ
が
、
園
珠
庵
本
と
同
じ
脱
文
が
あ

る
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
岩
波
版
解
説
は
、
園
珠
庵
本
に
三
つ
の
大

き
な
脱
文
、

・
橿
日
宮
　
「
こ
れ
を
○
和
名
に
は
」
　
の
○
の
部
分
「
古
事
記
に
は
、
筑
紫
討

志
比
宮
、
万
葉
に
は
、
香
椎
、
こ
れ
を
」

・
晩
稲
「
こ
れ
に
同
じ
、
○
お
し
ね
と
い
ふ
」
　
の
○
の
部
分
「
お
そ
い
ね
と

い
ふ
べ
き
を
、
そ
い
を
か
へ
せ
ば
し
と
な
る
故
に
、
つ
ゞ
め
て
」

・
あ
え
　
「
と
あ
れ
は
、
○
欺
、
さ
る
に
も
」
　
の
○
の
部
分
「
董
蒜
を
持
合
せ

ぬ
常
に
あ
へ
も
の
と
い
ふ
に
は
、
和
の
字
を
用
ゐ
ん
」

が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
広
大
本
も
上
冊
三
七
丁
表
1
行
目
、
下
冊
一
五
丁

表
8
行
目
、
三
〇
丁
裏
8
行
目
と
、
全
く
同
じ
脱
文
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
広
大
本
は
三
手
本
の
　
（
似
閑
書
入
）
　
を
持
つ
が
、
園
珠
庵
本

に
近
似
す
る
面
も
あ
る
。

四
　
「
山
岡
渡
明
大
人
朱
書
入
」
・
奥
書
翻
刻

さ
て
、
問
題
の
　
「
山
岡
汝
明
大
人
朱
書
入
」
　
と
奥
書
の
翻
刻
を
記
す
。
朱
書

の
み
で
、
墨
書
は
な
い
。
書
人
が
存
す
る
の
は
【
1
】
～
【
7
】
、
【
1
0
】
～
【
1
3
】
、

【

1

5

】

【

1

6

】

【

2

0

】

【

2

1

】

【

2

3

】

【

2

5

】

【

2

7

】

　

で

あ

る

。

先
に
、
書
人
に
つ
い
て
気
付
い
た
点
を
列
挙
し
て
お
く
。
校
訂
や
異
本
注
記

が
多
く
、
説
を
述
べ
た
も
の
は
少
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
書
人
は
本
文
と
同
筆

で
字
は
乱
れ
て
お
ら
ず
、
塁
に
よ
る
見
せ
消
・
訂
正
は
全
く
な
い
。

書
写
者
は
親
本
の
書
人
を
な
る
べ
く
忠
実
に
写
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
似
閑
奥
書
に
「
和
字
正
濫
抄
五
巻
い
　
ゆ
る
古
書
を
引
琵
し
て
」
と
、

「
い
」
と
　
「
ゆ
」
　
の
間
に
わ
ざ
わ
ざ
一
字
分
空
け
て
あ
り
、
そ
こ
に
「
は
」
と

書
か
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
「
は
」
が
字
間
に
補
入
さ
れ
て
い
た
親
本
の
姿
を
写

そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
同
様
に
空
白
を
設
け
た
例
は

他
に
な
く
、
輸
入
の
場
合
は
殆
ど
補
入
記
号
「
O
」
　
を
用
い
て
い
る
。

「
O
」
が
字
の
中
に
あ
る
場
合
は
、
補
入
記
号
で
は
な
く
見
せ
消
ら
し
い
。

見
せ
消
に
は
字
中
に
　
「
O
」
　
を
記
す
の
と
、
左
に
点
を
二
つ
記
す
二
種
の
方
法

を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
左
に
点
が
一
つ
あ
る
場
合
は
異
本
注
記
か
、
「
～

欺
」
　
と
案
を
示
す
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

書
人
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
手
本
の
似
開
音
人
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
下
冊
一
六
丁
表
2
行
目
に
あ
げ
ら
れ
た
和
歌
「
か
つ
し
か
の
わ
さ
田

の
を
し
ね
こ
き
た
れ
て
な
き
も
た
ゆ
れ
と
こ
さ
ぬ
な
み
た
か
」
　
の
右
肩
の
書
入

「
散
木
集
に
」
　
は
三
手
本
に
も
あ
る
。

三
手
本
と
別
種
の
も
の
に
は
、
『
和
字
正
濫
紗
』
と
の
対
応
に
つ
い
て
注
し
た

（
マ
マ
）

も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
【
5
】
　
（
和
字
正
濫
通
始
抄
　
補
改
）
一
六
丁
表
6
行

目
の
項
目
名
「
地
堰
な
め
く
ち
」
　
の
右
に
、
「
濁
る
ち
の
類
に
入
」
　
と
あ
る
。

こ
れ
は
「
地
蝦
な
め
く
ち
」
の
項
目
が
『
和
字
正
濫
沙
』
で
「
中
下
に
濁
る
ち
」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
　
（
岩
波
版
解
説
に
指
摘
が
あ
る

が
、
実
は
（
和
字
正
濫
通
妨
抄
　
補
改
）
は
、
『
和
字
正
濫
造
紛
抄
』
で
は
な
く
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『
和
字
正
濫
沙
』
の
訂
正
・
増
補
を
あ
げ
た
箇
所
で
あ
る
）
。

不
審
な
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、
【
1
0
】
　
（
ひ
）
　
四
三
丁
裏
7
～
8
行
目
「
ゐ

ヰ

ク

ヒ

く
ひ
は
堰
代
に
て
ゐ
せ
き
の
所
に
う
つ
代
な
り
」
　
の
書
人
は
　
「
ゐ
く
ひ
は
堰
代

に
て
ゐ
せ
き
の
所
に
う
つ
代
也
」
と
本
文
と
同
文
で
、
何
の
た
め
に
記
し
た
の

か
わ
か
ら
な
い
。
不
審
と
い
え
ば
、
【
5
】
の
標
目
名
「
和
字
正
濫
通
姶
抄
　
補

改
」
は
、
正
し
く
は
「
和
字
正
濫
通
扮
抄
　
補
改
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

に
は
訂
正
等
の
書
人
は
全
く
な
い
。

奥
書
か
ら
、
汝
明
が
『
和
字
正
濫
要
略
』
の
校
訂
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。
そ
の
よ
う
な
汝
明
の
姿
勢
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
例
に
あ
げ
た
よ
う
な
不

審
な
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
、
園
珠
庵
本
と
同
じ
脱
文
三
箇
所
に
つ
い
て
全
く
何

も
書
人
が
な
い
広
大
本
は
、
汝
明
日
筆
書
入
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
凡
例
）

一
、
底
本
の
変
体
仮
名
は
全
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
漢
字
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
底
本
の
字
体
を
尊
重
し
た
が
、
原
則
と
し

て
l
I
S
規
格
に
含
ま
れ
る
字
体
の
範
囲
に
限
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
厳

密
で
は
な
い
。

「
▼
　
蹄
り
字
は
　
「
1
」
　
「
く
」
　
に
統
一
し
た
。

一
、
「
丁
・
行
」
　
に
は
書
入
箇
所
に
該
当
す
る
丁
・
行
数
を
記
し
た
。

一
、
「
本
文
」
　
に
は
書
人
が
あ
る
本
文
部
分
を
あ
げ
、
書
人
の
あ
る
箇
所
に
傍
線

を
引
い
た
。
書
人
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
①
②
の
よ
う
に
適
宜
番
号
を

付
し
て
い
る
。
な
お
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
書
人
の
前
後
の
行
の

語
句
も
載
せ
た
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
改
行
の
箇
所
に
と
じ
括
弧

（
　
」
）
　
を
付
し
た
。

一
、
【
5
】
以
降
に
あ
る
「
項
目
」
に
は
項
目
名
（
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
両
方

が
あ
る
場
合
は
漢
字
表
記
の
み
）
　
を
記
し
た
。

一
、
「
書
入
」
に
は
書
人
の
翻
刻
、
そ
の
位
置
等
の
情
報
を
記
し
た
。

一
、
点
が
二
つ
の
場
合
だ
け
を
　
「
見
せ
消
」
　
と
し
た
。

一
、
返
り
点
が
書
き
入
れ
て
あ
る
場
合
は
、
返
り
点
が
付
さ
れ
た
状
態
を
「
　
」

内
に
記
し
た
。

一
、
口
は
手
擦
れ
・
虫
損
で
判
読
不
能
の
箇
所
で
あ
る
。

上
冊

【
1
】
契
沖
序
1

一 一 ー
丁

．
lォ ウ オ
4567 7 8 行

ヽ
＿
カ珊王た計lは あな 今常て

本
文

た王はま王」 ふれ 帝に
は
な
る
事
も
出
来
」

へ

は
弟
に
て
ぉ
は
し
ま
す

」
兄
に
て
後
に
位
に

っ

ひ
て
仁
賢
天
皇
と
－
申

は
顕
宗

天
皇
也
古
事

P
l

l

mrl1－

意
祁
王
衷
祁
王
と
か
ゝ

m

「・
＋
－p
l

こ
と
に
今
を
か
き
り
の

や 書
に
用
る
言
の
中
に
っ

人
の
」
ま
か

へ
ぬ
を
は

P
ll
l

L
弘
ーp
llll

億
計
か
せP

l

す
弘

記

に
れ
た

こ
ひ

い
て
お
き

欄に①号②③ ①② 欄

書
入

上て
「「

i
「

右右 上

「ヽ9 「「 「
イ
ニ
億は」」ヽ右ケ よ

ィ
」

は
ィ
」

○
常
に
ィ
」

計

王
弘
計
王
は

し
ま
す
」

「弘
」
字
間
に
補

「弘
計
」
右

「を

②

「
ぉ
け
」

」
④

「ォ
ヶ
」

兄
弟

入
記
け
」

03



5678

四
ォ
123 6 4

三ゥ
1

三
ォ
6

二ゥ
6 89

三て来、ヽ・＝V
に
＿ヽ
カ こ羽ふ去 おし お 神とあ 於 1ヽ’ヵ りはは．ヽLv

響なてふ
＿ヽ
カら れ

は
入
啓

声
に
引
て

mPllllhPl
I
I

は
上
声
を

hUllll

声
是
亦
声

の ま 武あり ゝ な 億と1ヽ．J／
ふ

は
ぁ
①「
11

し
以
臨
rllll

後
四
に
」
く
に

は
偏

字 へ 天る 於 の 意もな事
を と 皇を 遠 事 はに」、ヽ・＝Y

り呂十をさ名 Jヽカ ヽヽ・∨ の古 と
か
は とをるま

人波七よはは ゝ」とに へ ふ 御事 つ もなへた
声と字はる同 ゝ堆めよ て 時 討記 き や にhソLL
は
和
語
に

」
い
ふ
も

を
も
て
和

P
lllll

す
音
を
も
P
l
l

事
な
し
」
輸「
ll

L
く
て
字

に
も
軽

mFlllh
pl

す
を
は

少
女
と
い

り
て

を
り
は
平

に
」
に
は

た
る
く 侭

名
駄pl
億
は
計
は

ら
す

書 声 於
費
異
之

P
llllll

於
斐
之
と

と た 」大何
あ伯
母

ふ こ も つ m

「
－
l

お
弘
麦粉
l

の
義
弘

由
「と
義
と

すの語無音の れとは と ぬ
へ出は窮を

＿ヽカ
叶＼ヽ・∨」 な る

①点⑧ ①④ 見 右 ①② 右 右 ⑤⑦⑳
②
③
④

右

「
ィ

②濁 せ
「

右右
「 「

「
「

見
3点 消

、
右

「

つ 「「
し ヲヲせ

⑤ イ
」

オオ 」 ら ケヲ消

⑤
⑥

ニ
ナ

⑥
⑦

ヒ
ィ

ヒ
シ

ぬ
が

」
⑥

」
⑧
’
右

⑦

⑨
字
間
に
読

シ
」

字
間
に
読
点

と
」

シ
」

」 イ
」 「

オ
ォ
」

「
オ
」
⑨

「ヲ
」

「
の
」

9

ウ
1

2
5

五
オ
245

8

h
P
l
l
l
l
　
　
砂
l

た
に
て
」
　
平
声
上
去
人
を
わ
か
つ

恥
F
l
l
l
l

な
り
か
な
た
の
四
声
の

P
－
－

字
を
か
り
こ
な
た
の
和
訓
の
字
を

訟

「

－

1

1

あ
は
せ
て
無
窮
に
」
侍
受
し
て
用

輸
「
l
l
－

る
な
り
ま
さ
し
く
仮
名
の
ま
き
る

β
l
l
l
l

l
は
」
　
五
十
音
の
中
に
あ
い
う
え

m
r
l
l
l
l
　
　
　
　
　
　
胞
l
l
l
－
　
　
　
　
　
　
　
　
P
l

を
や
い
ゆ
え
よ
わ
ゐ
う
ゑ
」
　
お
此

匝
l
l
l
l
　
　
　
　
　
　
怜
P
l

三
行
の
う
ち
を
出
す
い
ろ
は
に
は

地
中
に
い
」
え
う
の
三
音
を
は
ふ

P
l
l
l
P

か
れ
て
残
る
十
二
字
の
う
ち
い

ゐ
」
　
え
ゑ
を
お
の
三
野
六
字
こ
れ

匝
l
l
l
l

用
ゐ
わ
く
へ
き
字
也
」
其
外
は
は

P

I

　

　

　

　

　

　

　

　

輸

P

l

1

－

1

ひ
ふ
へ
ほ
の
中
下
に
あ
り
て
わ
い

胞
．
I
I
L
凹
r
l
l
l

う
え
を
」
　
と
聞
ゆ
る
音
便
ま
た
あ

P
l
l
l
l

ふ
り
琵
あ
ふ
ひ
葵
」
　
等
の
を
の
や

う
に
聞
え

知
や
す
き
」
事
な
引
判
を
反
す

定
ま
れ
封
和
語
に
か
く
時

P
l
h
r
P

輸
P
l

い
ゐ
等
を
わ
か
つ
な
り
江
ノ
切
宇

ノ
切

欲
ノ
切
醜
ノ
切

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑳
⑫
⑬

⑭
⑮
⑯
字
間
に
読
点

⑪
右
「
三
イ
」

⑭
「
わ
」
　
の
右
「
あ
ィ
」

⑰
字
間
に
補
入
記
号
「
O
」

右
「
ふ
の
ィ
ニ
」

字
間
に
読
点

濁
点

ア
ウ

①
字
間
に
読
点
、
「
江
」
　
の
右
下

「
江
イ
」

②
右
「
丁
イ
」

字
間
に
補
入
記
号
「
O
」

13



「
鰊
」
　
の
右
「
文
ノ
切
イ
」

2

七
ゥ
1 8 7 4 3 2

七
ォ
1

盲
啓

キ

コ

h

ul

金
鉾
亡＝
」
信 四

、

四 m
「l
ll

五

＿

ノ
射

壁
⊥一 ヽノ

利ト ヲ ノ レ ニ ヽノ ヽノヽノ ノ
畏ア 投 見 輸plヽノ

及 重 P三少 ヲ
lIノ
下

地リ テ 刊 ヽノ 二 二レ 瑚

トト 手 レ／ ス ヲ ノヽノ ニ
街ヽノ ヲ ニ オ 石
談 挟 劣 ロ ヲ
巷 ク レ サ hp

l
下

説 リ ネ レノ
珍

t

モ
採

へ

ヽノ ゝ
コ
ト

①②

、

①② 濁 ① 濁 濁 全②④ 右

返濁 左右 点 2 点 点 て
「「 「

り に
「

ヽヽ サア ヽノ
点 点タ 点 ①ンタ 」

「
ヽム 「」＼ノ

不 右タ ク③ザ

レ
畏
レ

「
鉾

」 イ
チ「ォ

レ
バ

イ
＿

」」イ
＿

」 ご l」

二
本
引
書
目
究
シ
」

【
4
】
引
謹
書
日

8

＝
ハォ
6

豆
ゥ
4

＝
ゥ
9
ウ
3
オ
9

岩
ォ
3 7

岩
ゥ
3 67

雲
衆

軸
蝦
帰 覆 挟

撃
刷

威
稜

爾 磐
余

稜

P
l
雲 P

llllll

軸
蛇

な

熔

け
ふ
た
し

覆

ぉ

玉 此 lヽv
爾

万

あ め李厳同
衆

ぅ

篇 云 よ れ り贋ノし
に ゝ 組

合
に
前

P
llll

侍
稜
李
奇

字
を

い
っ

ま 所 都 と 菓

い

は
珍
lす め
く

ふ 劣
切
と
注

こ
れ

い
は

P
l
ち ロま

っ
名 滅

」
也

あ
り

ま
さ
れ
り

と

ゝ

刊 」

漢
を
引
て
云

b
・L
p
llllll

p
l

日
補
霊
威
日
一
稜

と
よ
め
る
に
意

①た ①に 右類
ィ

右と 右 返 字補 右 濁 日①
「

②
点

③
「

④
、

「ニ 「 「 日 「
点 威

稜
憺
干
隣
国
」

字

間

に
補

入

記

O
」‥
右

「威
」

子
中
に

ro
」

右

「神
」

字

間

に
補

入

記

O
」
、
右

「之
ィ
」

返
り
点

「レ
稜
」

肩

「濁

る

」
②
濁
点

肩

「濁

る

」
②
濁
点

む

に
誤
れ

ア
リ
」

〇

一
本

ニ

リ
」

拭
ィ
」

点

一云
二
伊

に
補
入
記

「あ
り
」

い
よ

ゝ
」

す

▼

ち る 第
＿

都
＿

号

「に
出

の
類

ふ
の

二
巻
と
」

O
」

P
号

口
号



‾八ォ
1 9 6

‾七ォ
4 8 4

＝〈ゥ
3

随
分
延 祖

母

P
l
第 古
き

〈 随 延

む
し

お 上 祖
骨

な

咄 に 母

ぅbl・団Illllll

巻
朗

詠

の

と
鮎
す

と
ぁ
於
保

可
さ
ろ り 測
ゝ
咄

点
に
」
ァ
フ
サ

く

知
新

の

①③ 見 欄る濁 字 濁 濁 濁
②
左
「此
＿

せ
、

上つ点 中 点 点 点
消
、
右

「の 「に
点
‾字
ィ
＿

な

っ

類
に

O
」、

「 さ入
」 右

lナ
シ

ナ
」 く 「延

」 濁 」

四 四

678

四
＝
四
＿七ゥ 四ォ ‾ゥ ‾ォ

6 9 3 8

椎 株 代 鵠 鯛

應斯 圏

く

應記ヰ堰代
隙

く

今
神

天

珊
桝

神にク
ヒ
代な 案

記章にり を
皇チ知 ひ に具て ゝ す
」ヒ比 嘲 」比ゐ ひ る
の

御
ヰ
ノ

葺
能

ヰ委宇せ な

グ愚知き り

寄 ヒ比ゐの
に 菟く所
志 匝ひに
比 古」う

ゝ 事はつ

字右 濁 欄につ 濁 字右
間

「
点 上て代 点 上

「に須 「ゐ也 にわ
補」 ゐせ」 補ろ
入
記
号

く
ひ
は

き
の
所

入
記
号

き
」

「O
」

堰
代
に
ぅ

「O
」

印
南
野

印
色
二
字
以
レ
音
ヲ
刊
注
す

タ
キ
マ
　
h
r
l

履
中
紀
に
首
麻
住

字
中
　
「
O
」
、
右
「
任
」

【
6
】
　
い

【
7
】
中
下
の
い

【
1
0
】
　
ひ

三 三 三
九
ォ
七ゥ 二ゥ

1 2 8

貝 飯

僻へ 世と ロ末
1案

＿ヽ
カ に名

mrl
に
な

ら
す

ヽ
1
’ヵ箪

＼t・U，
以

し と 例
之

て ヽ
＿
’ヵ

古 け
賢 る
防
l
を も
も 見
と ゆ
る れ

①② 見 字
右右 せ

消
、
右

「は

中

「「 「をに ○
欺欺 」

ヽ
」」 右

」 「比
」

六
＿
五 五 至

ウ
五

‾ォ
九
ゥ

七
ゥ ハゥ

国
ォ

2 4 89 1 6 3

桶 折 妖 尾 雄

麻 又 鳥らお 剰し 戯

不

神
笥 あ のまひ は 代
は を 子せ＼し
． つ 紀

今 や のはて 手 に

の き ま」さ 波
俗
叫
ご

と
ぅ
呵

鋤
花
を

た

か
ひ

を
は
と

ら
ま
し

奈
は
な

け なLヽv に
と ヽ

＿
’ヵふ み

も ら物 ん
」 あは と

右 字右 欄た 字 字 字右

「
間

「
上＿ヽカ
中 中 問
「

こ へ 「 「
こ

欺 補」 「
お
ひ
の
か
な

り
乎
比
な
り
」

○ ○ 補」
」 入 」ヽ 」ヽ 入

記
号

右 右
記
号

「○
「
又
「歓 「○

」 は 」 」 」



【
ほ
】
中
下
の
を；
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∵
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∵
．

一 －
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一 － 一六
ォ

四
ゥ

四
ゥ 二ゥ ニォウ

1 9 12 9 3 8

晩
稲

絃 劣 辣 鬼

小
稲

お

し

白
妙

古
＿＿

仁

徳

P
l
は
た

御
苛

み
」

ヲ
しけr

乎

遅
ル
ビ

留

比

彼
嘲
漠
立五

口‾一p 日
と ねに た 紀古にの ナ奈止 の は

、い ヽ
＿
カ ゝ にめ キ‾7′ 」

叫得 る 織 め記P
l
と ヤ

ヮ
レ

夜

和
礼

オ
ホ
ミ

於
保
美

遠

ら し な とにり 卿 ん

れ つ
hソ り」の

な

た の ヽ
－
カ仁わ 」 いソ

る
な

り

す 於徳
＿ヽカ

l矩

一ヽカ
瑠天お オ於

ゝ ヽ
一’刀

皇ま ト止

き なのき レL与▲T

下さ 右 右 ① 字 字 右

欄田 「 「
② 中 中

「
「の さ

」
に 濁

占 「 「
ゐ
ィロ

ロ

ロ
此
寄

ゎ

を

し
ね

と
ぁ

や

て
ィ
」

O
」
、
右

「塀
」

O
」
、
右

「末

」

ニ」

‾八
ォ
2 9

石
ゥ
8 456 2

杵
麺
杖

押

牟 俗 意 mrll．・lll
llll

仁
徳
天
皇
紀
に
天
皇

の
御
帝
に

於
辞
氏
屡
な
」
に
は
の
さ
き
の

な
ら
ひ
濱
顕
宗
紀
に
戟
末
此
云

P
l1－－－1
l

二
」
須
衛
於
玄
婆
羅
些

＿ヽカこ
岐 に 志 つき
於 を 波 した

（ ゝ 」
留
加

ヽ
＿
カれ

紀以
下
、

用
ゆ

の
ゎ

て

一
志 さ

八
ォ
空
白
）

天
見
珂
事

田
の
を
し
ね

本天にの宗す須 左

「

左 ①弧①n
ノ

右 ま

文
に
続

皇
紀

に
お
し

」
於
辞

さ
き

の

紀

に
」

ゑ
ぉ
し

衛
於
玄

に ヽ
＿
カで左」

「
れ

改 点
、
右

ら囲
「

散 る
む ②む此 木 類

い

て

「

天
皇

の

て
る

氏
屡
な

な
ら
ひ

戟
末
此

は
ら
ひ

婆
羅
比
」

べ まよ 集 な
し
」 「給
ィ
」

で
を
鈎
括

り
僻
文
な

に
」
り
」

仁
徳

御

苛
に
は
濱
顕

云
二

【
柑
】
中
下
の
ほ
附
を
お
に
ま
き
る
ゝ
を
出
す

9

二六ォ
6 6 5

云
ォ
2

晴
矧
狂 そ

ほ
っ

丁

圃 固

く

田
に
た

お
と
ろ

同
他
出

田

よ
こ る して4ヽカ 噛

ま は ゝ↓ ろ
ろ
剖
し 鹿

島
な
と
を
守
る

な
り

濁 左 欄 濁 濁
点 に
点
、
右

「ほ
欺
」

上

「添
水
又騒
水
」

点 点



六
－ォ
3

延

音
便
は
－
ま
か
は
叫
と

見 ①②
「 せ
消
、
右

「ね
」

見
せ
消
、

字

間
に

○
－、
右

右

「異
」

補

入
記

「是
も
」
号

【
2
7
】
奥
書

六
三
オ
l

浪
華
　
秤
　
契
仲
　
著

貿
ォ
四 四
六 五
ウ ウ

5 6 6

抹 浦
同

結
果

萬 ーnノ
古に

菓 ら 今お
第 か

ゝ

」も
十 集ひ

一 の
に ＼ーレ，

長

帝
に
か
く
な
ゎ

た
れ
て
□
創
り

水 ふ
阿
和
に
」
ぉ
な
し

欄ふふ萬 左 見
上ると 「 せ
「沫ヽlvの ○
○
」
、
右

「ゎ
欺
」

消
、
右

「
よ
め
」

汝をへ
幡

明

か
ん

あ
は
と

る
は
誤

は
誤
也
」

ヽ
＿
カもな
ーnノ＼Lvり

2

P

l

　

　

　

－

3
　
此
書
咄
嘲
乗
沙
門
契
沖
所
述
作
瑚
捌
昔
著

六 五○ しノウ ウ
3 5

梅 馬

P実 畦
本 宇
に 佐
は 岐
宇 無
梅 瑚
と
あ
れ
は

欄草を 字
上の誤 中
「
牟
は
宇

手
の
書
た

り
た
る
也
」

「O
」
、
右

「麻
」

のる
字へ
カし

456789

ウ
1

2345678

和
字
正
濫
抄
五
割
用
p
l
ゆ
剖
剖
書
を
引
註
し
て

寄
道
の
便
と
刊
u
か
る
に
武
江
の
倒
欄
成
員
と
い
へ

る
刃
利
字
通
例
書
八
巻
を
あ
ら
は
し
刊
捌
古

の
仮
名
を
ま
し
4
回
濫
を
誹
誘
せ
る
判
‖

は
な
は
た
u
割
る
に
よ
り
て
卵
割
事
に
よ
り
書

へ
き
旨
刻
書
に
具
に
の
へ
給
測
剖
濫
に
も
添

書
し
給
へ
り
割
判
へ
て
古
人
の
さ
た
め
お
き
け
る
仮

名
を
た
か
へ
判
別
た
り
に
俗
に
し
た
か
ふ
へ
か
ら
さ
る

割
田
書
の
中
に
見
え
た
る
か
こ
と
げ
日

干
時
安
永
六
㌔
正
月
於
六
波
羅
密
寺
連
一
校
畢

洛
東
陰
士
　
　
似
閑

右
打
字
正
濫
要
略
二
本
以
羽
倉
在
満
校
本
此
皆
一

辺
畢
頗
有
異
同
猶
異
日
銭
善
本
校
考
云

賛
暦
十
二
壬
午
二
月
晦
　
宿
祢
汝
明
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■
喜
入

①
「
元
禄
十
一
㌔
五
月
初
八
日
イ
」
　
②
欄
上
「
一
本
此
奥
書
無
し
」

③
「
は
」
　
（
「
い
」
　
と
　
「
ゆ
」
　
の
間
に
一
字
分
の
空
欄
あ
り
）
　
④
濁
点

※
二
重
傍
線
部
分
…
字
間
に
読
点

五
　
広
大
本
の
位
置
付
け

で
は
、
広
大
本
は
数
多
あ
る
伝
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
朝
日
版
・
岩
波
版
や
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
資
料

調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
得
ら
れ
る
書
誌
情
報
を
元
に
、
現
調
査
段
階
で
気

付
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

汝
明
奥
書
を
持
つ
本
は
、
広
大
本
の
他
に
四
本
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
、
東

京
帝
国
大
学
国
語
教
室
本
（
以
下
「
東
帝
大
本
」
）
　
で
あ
る
。
朝
日
版
解
説
に
よ

る
と
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
東
帝
本
の
奥
書
に
は
似
閑
奥
書
、
早
大
本
と

同
じ
享
保
九
年
某
奥
書
、
次
に
、

元
文
五
年
庚
申
年
八
月
初
三
日
　
　
　
東
浜
宗
博

と
あ
り
、
続
い
て
広
大
本
と
同
文
の
宝
暦
十
二
年
波
明
奥
書
が
あ
っ
た
と
い
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
東
帝
大
本
に
は
本
文
に
「
似
閑
の
書
人
や
「
在
満
」
「
山
岡
」

な
ど
の
書
入
」
が
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
広
大
本
に
は
【
2
】
（
似
閑
書
入
）

以
外
に
、
記
入
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
唯
一
、
四
八
丁
表
5
行
目

「
汝
明
か
ん
か
う
ふ
る
」
　
の
み
で
あ
る
。

二
本
目
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
簡
治
旧
蔵
本
（
以
下
「
静
嘉
堂
本
」
）
で
あ
る
。

朝
日
版
解
説
に
よ
れ
ば
、
静
嘉
堂
本
に
は
似
閑
奥
書
、
享
保
九
年
某
奥
書
、
宝

暦
十
二
年
汝
明
奥
書
（
つ
ま
り
、
元
文
五
年
東
浜
宗
博
奥
書
が
な
い
）
の
次
に
、

右
此
丙
巻
は
在
満
両
度
の
校
本
を
も
て
ま
た
汝
明
氏

異
本
を
得
る
事
両
度
是
を
ま
た
加
へ
校
考
し
て

ふ
か
く
ひ
め
置
L
を
こ
の
ご
ろ
せ
ち
に
こ
ひ
て
盤
渓
の

白
蓮
社
中
の
燈
下
に
う
つ
し
畢
ぬ

明
和
六
年
己
丑
文
月
中
五
日
　
　
源
義
亮
　
（
花
押
）

と
あ
る
。
源
義
亮
は
安
永
～
天
明
期
、
江
戸
幕
臣
文
化
圏
に
属
し
た
人
物
で
、

空
阿
と
も
称
し
た
。
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
源
語
類
衆
抄
』
を
著
し
、
他
に（9）

物
語
で
は
国
立
国
会
図
書
館
本
『
し
の
び
ね
』
を
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

朝
日
版
解
説
に
は
橋
本
進
吉
の
調
査
に
よ
っ
て
、
静
嘉
堂
本
に
東
帝
大
本
と

大
体
同
様
の
似
閑
・
「
在
満
」
・
「
山
岡
」
　
の
書
人
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
静
嘉
堂
本
（
似
閑
書
入
）
　
に
は
　
「
在
満
云
、
此
文
一
本
ニ
ハ
全
ク
無

シ
テ
別
の
文
ア
リ
、
イ
ヅ
レ
モ
契
沖
ノ
詞
ト
ハ
ミ
ユ
レ
ド
云
々
」
と
あ
り
、
ま

た
、
「
山
岡
云
こ
れ
は
在
満
の
考
ハ
わ
ろ
し
。
刻
割
田
似
醐
朝
刃
内
周
割
増
外
と

い
へ
る
を
よ
し
と
す
べ
し
」
と
あ
る
。
で
は
、
広
大
本
に
「
在
満
」
　
「
山
岡
」
　
の

書
人
が
な
く
、
（
似
閑
書
入
）
に
「
田
河
リ
l
刊
l
川
面
矧
朝
刃
叫
瑚
劉
利
男
」
と
あ

る
こ
と
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
は
、
汝
明
奥
書
を
持
つ

本
に
は
　
「
在
満
」
　
「
山
岡
」
　
の
書
人
が
あ
る
系
統
と
、
そ
れ
が
な
い
広
大
本
の
二

種
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
し
か
い
え
な
い
。

三
本
目
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
石
野
家
本
（
二
冊
　
以
下
「
石
野
本
」
）
　
で

あ
る
。
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
石
野
本
は
宝
永
六
年
似
閑
奥
書
、

宝
暦
十
二
年
峨
眉
山
人
勝
在
陵
奥
書
、
宝
暦
十
二
年
波
明
奥
書
、
明
和
六
年
源
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義
亮
奥
書
を
持
つ
　
（
奥
書
本
文
は
未
見
）
。

四
本
目
は
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
修
道
館
文
庫
旧
蔵
本
（
二
冊
　
以
下
「
修

道
館
本
」
）
　
で
あ
る
。
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」
　
の
書
誌
情
報
を
見
る
限
り
、

奥
書
は
広
大
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
そ
れ
に
続
い
て
静
嘉
堂
文
庫
本
と
同
文
の
明

和
六
年
源
義
亮
奥
書
（
朱
）
、
そ
し
て
、

明
和
八
年
辛
卯
季
冬
初
二
日
写
成
　
源
匡
英
（
花
押
）

と
あ
る
。
ま
た
、
広
大
本
と
同
じ
く
尾
題
に
　
「
和
字
例
終
」
　
と
あ
る
。
現
時
点

で
同
じ
尾
題
を
確
認
で
き
た
の
は
こ
の
修
道
館
本
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
四
本
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
東
帝
大
本
が
汝
明
白
筆
書

入
本
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
源
義
亮
が
書
写
し
た

本
は
東
帝
大
本
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
源
義
亮
奥
書

で
閉
じ
る
静
嘉
堂
本
・
石
野
本
の
他
の
奥
書
が
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
ふ

か
く
ひ
め
置
L
を
こ
の
ご
ろ
せ
ち
に
こ
ひ
て
」
　
と
い
う
源
義
亮
の
物
言
い
か
ら

す
れ
ば
、
源
義
亮
は
汝
明
本
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
書
写
し
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
静
嘉
堂
本
に
は
元
文
五
年
奥
書
、
石
野
本
に
は
享
保
九
年
と
元
文
五

年
奥
書
と
、
東
帝
大
本
の
奥
書
が
抜
け
て
い
る
。
汝
明
奥
書
と
同
年
の
、
石
野

本
、
宝
暦
十
二
年
峨
眉
山
人
勝
在
陵
奥
書
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
四
本
に
比
べ
て
、
広
大
本
か
ら
は
汝
明
の
痕
跡
を
見

出
し
に
く
い
。
書
人
も
本
当
に
汝
明
に
よ
る
も
の
な
の
か
疑
わ
し
く
す
ら
あ
る
。

「
在
満
云
」
　
「
山
岡
云
」
　
の
部
分
を
後
世
の
者
が
省
き
、
編
集
し
た
と
は
考
え
に

く
い
か
ら
、
広
大
本
の
書
人
は
東
帝
大
本
等
と
は
別
種
の
汝
明
事
大
な
の
か
、

そ
れ
と
も
別
人
の
書
人
と
汝
明
書
人
が
紛
れ
て
伝
わ
っ
た
も
の
か
等
、
様
々
な

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
気
に
な
る
点
は
多
々
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
源
義
亮
奥
書
か
ら
、

汝
明
が
校
訂
し
た
『
和
字
正
濫
要
略
』
は
次
第
に
流
布
し
て
い
っ
た
と
は
い
え

そ
う
で
あ
る
。
宝
暦
年
間
に
は
既
に
　
「
頗
有
異
同
」
　
で
あ
っ
た
『
和
字
正
濫
要

略
』
　
の
本
文
を
、
最
も
詳
細
か
つ
慎
重
に
校
訂
し
た
の
は
汝
明
に
違
い
な
い
。

で
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
汝
明
の
奥
書
や
喜
入
を
持
つ
本
が
信
頼
で
き

る
本
と
し
て
流
布
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
知
っ
た
知
識
人
が
本
を
求
め
る
、
と
い

う
循
環
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
憶
測
に
な
る
が
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
他
の

幾
つ
か
の
奥
書
は
不
要
な
も
の
と
し
て
、
削
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
汝
明
奥
書
が
尊
重
さ
れ
る
余
り
、
契
沖
・
似
閑
以
外
の
　
「
某
」

や
他
の
者
の
奥
書
が
か
き
消
さ
れ
て
い
っ
た
と
仮
定
し
て
み
た
い
。

も
し
か
す
る
と
広
大
本
は
、
そ
の
よ
う
な
形
で
流
通
し
た
中
の
一
本
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
、
修
道
館
本
は
似
閑
か
ら
汝
明
ま
で
の

奥
書
が
省
か
れ
て
い
く
過
程
を
示
す
一
本
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
広
大
本
と
修

道
館
本
の
類
似
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

広
大
本
の
貼
紙
　
「
山
岡
汝
明
大
人
朱
書
入
」
　
は
、
本
文
と
は
別
筆
と
思
わ
れ

る
。
斎
藤
月
琴
が
広
大
本
を
得
た
と
き
、
既
に
貼
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

広
大
本
の
印
記
「
漬
市
」
　
が
江
戸
の
書
韓
須
原
屋
市
兵
衛
の
も
の
な
ら
ば
、
そ

の
店
で
貼
ら
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
未
見
の
も
の
も
多
々
あ
り
、
断
片
的
な
情
報
か
ら
類
推
を

重
ね
た
だ
け
な
の
で
は
あ
る
が
、
書
写
者
・
書
写
年
不
明
の
広
大
本
か
ら
、
江

戸
時
代
、
汝
明
と
い
う
　
「
存
在
」
　
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
享
受
さ
れ
て
い
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た
の
か
、
少
し
感
じ
取
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
和
字
正
濫
要
略
』
か
ら
契
沖
、
似
閑
、
荷
田
在
満
、
春
満
、
山
岡
汝
明
と

和
学
者
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
。
汝
明
が
得
た
在
満
の
本
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
在
満
の
得
た
一
本
が
養
父
春
満
の
自
筆
本
で
あ
っ

た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。
契
沖
の
説
は
和
学
者
達
に
ど
の
よ
う
に
継

承
さ
れ
て
、
明
治
時
代
、
歴
史
的
仮
名
遣
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
、
『
和
字
正
濫
紗
』
と
併
せ
て
『
和
字
正
濫
要
略
』
の
流
布
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
語
学
史
の
一
片
を
探
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

文
学
研
究
か
ら
も
興
味
深
い
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
本
・

彰
考
館
本
の
二
本
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
『
源
仲
正
集
』
が
　
（
引
証
書
目
）

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
　
（
広
大
本
で
は
　
「
源
仲
正
家
集
」
　
と
表
記
す
る
）
。
源
仲
正

は
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
歌
人
で
、
源
三
位
頼
政
の
父
。
伝
本
は
い
ず
れ
も
江

戸
末
期
書
写
で
あ
る
。
実
際
に
、
契
沖
は
【
1
0
】
　
（
ひ
）
　
「
鯉
」
　
で
　
「
源
仲
正
集

に
　
寄
池
鯉
　
こ
ひ
し
な
は
こ
ひ
も
し
ね
と
か
な
そ
も
か
く
こ
や
の
い
け
す
に

な
ふ
ら
れ
て
ふ
る
」
　
を
引
い
て
検
証
を
し
て
い
る
か
ら
、
契
沖
の
手
許
に
『
源

仲
正
集
』
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
本
が
手
に
と
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
。物
語
研
究
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
物
語
の
書
写
・
注
釈
に
勤
し
ん
だ
汝
明
と

源
義
亮
が
契
沖
の
『
和
字
正
濫
要
略
』
で
繋
が
る
の
が
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
『
と（10）

り
か
へ
ば
や
』
　
の
伝
本
系
統
の
中
に
は
、
汝
明
が
校
注
を
し
た
も
の
が
あ
る
。

汝
明
と
和
学
者
達
の
交
流
が
そ
の
一
端
で
も
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
、
物
語
の
貸

借
や
書
写
状
況
、
伝
本
系
統
を
考
察
す
る
上
で
収
穫
に
な
る
か
と
思
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
和
字
正
濫
要
略
』
は
広
く
流
布
し
た
が
故
に
、
様
々
な
研

究
視
点
を
提
示
す
る
資
料
だ
と
い
え
る
。

最
後
に
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
早
大
本
・
森
文
庫
本
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
簡
単
に
閲
覧
で
き
た
こ
と
が
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
便
利
で
あ
っ
た
と

述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
古
典
籍
の
電
子
化
・
公
開
に
よ
っ
て
、
研
究
基

盤
の
構
築
が
推
進
さ
れ
、
新
た
な
研
究
が
切
り
開
か
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
今

後
、
「
広
島
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
室
蔵
　
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
　
が
そ
の
一

翼
を
担
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

〔注〕
（
1
）
　
こ
の
目
録
は
当
時
学
生
や
院
生
で
あ
っ
た
金
子
彰
・
牧
野
泰
子
・
鈴
木

恵
・
松
本
光
隆
・
田
中
雅
和
・
原
卓
志
・
山
本
秀
人
・
柴
田
朋
子
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
。
閲
覧
・
複
製
を
御
快
諾
く
だ
さ
っ
た
広
島
大
学
文
学
研

究
科
教
授
松
本
光
隆
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
2
）
h
専
‥
＼
旨
琵
－
．
n
早
a
c
j
p
＼
⊥
k
O
t
e
E
註
O
u
t
．
h
ぎ
ー

（
3
）
　
朝
日
版
凡
例
は
第
七
巻
九
～
一
二
頁
、
解
説
は
第
九
巻
「
契
沖
侍
」
第

二
編
書
誌
学
的
研
究
　
第
三
章
「
三
、
和
字
正
濫
要
略
の
本
文
と
内
容
の

特
質
」
一
七
七
一
八
一
頁
（
久
松
潜
こ
。
岩
波
版
解
説
は
第
十
巻
八
二
〇

～
八
二
六
頁
　
（
築
島
裕
）
。

（
4
）
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
。

h
層
‥
ミ
W
づ
つ
竃
．
5
－
ー
．
w
g
e
d
a
．
a
c
j
p
舞
O
t
e
己
e
k
く
5
．
d
e
x
・
h
好
ロ
ー
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（
5
）
　
大
坂
市
立
大
学
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
「
森
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
画

像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
。
h
卓
＼
＼
d
－
i
s
v
宇
m
c
d
i
a
．
O
S
昇
a
・
C
u
．
a
C
j
p
≧
○
鞋

（
6
）
　
朝
日
版
解
説
に
は
、
荷
田
春
満
自
筆
本
は
京
都
伏
見
稲
荷
神
社
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
似
閑
と
荷
田
春
満
の
交
流
を
考
え
る
上
で
も
、
三

手
本
と
荷
田
春
満
自
筆
本
の
関
係
は
興
味
深
い
。

（
7
）
　
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
（
日
本
書
誌
学
大
系
七
九

青
裳
堂
書
店
　
平
成
十
三
）
一
九
七
頁
に
同
じ
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
　
末
拾
昌
子
氏
に
ご

教
授
い
た
だ
い
た
。

（
8
）
　
当
時
の
広
島
大
学
と
沖
森
書
店
の
付
き
合
い
に
関
し
て
は
、
浄
瑠
璃
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
「
沖
森
文
庫
」
　
を
所
蔵
す
る
広
島
文
教
女
子
大
学
の
別
冊

『
文
教
国
文
学
　
広
島
文
教
女
子
大
学
蔵
沖
森
文
庫
目
録
　
附
古
辞
書
目
録
稿
』

（
平
成
十
一
）
　
の
横
山
邦
治
「
「
沖
森
文
庫
」
　
誕
生
追
憶
」
　
に
記
述
が
見
え

る
。

（
9
）
　
相
原
咲
清
香
・
赤
迫
照
子
・
岡
陽
子
編
『
源
語
類
衆
抄
　
（
広
島
大
学
蔵

下
　
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿
第
三
期
第
十
巻
　
広
島
平
安
文
学
研
究
会

平
成
十
五
）
、
岡
陽
子
「
解
題
」
よ
り
。

（
1
0
）
　
『
と
り
か
へ
ば
や
』
伝
本
の
研
究
に
は
、
西
本
寮
子
「
誰
が
読
ん
だ
の
か

－
江
戸
時
代
の
『
と
り
か
へ
ば
や
』
享
受
」
　
（
『
日
本
文
学
』
第
五
四
号

平
成
十
七
・
二
）
　
等
や
新
居
和
美
の
一
連
の
論
考
が
あ
る
。

93




